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前報1＞において著者はglycero1筋並びに脱hysteresis
glycerol筋（derigor　glycerol筋）の短縮，伸展に対する
MgG＋，　Ca“＋の作用を検討し，両筋のATP短縮に対して
Mgi’ト，　Cゴはそれぞれ全く逆作用を示すことを指摘した。
しかしながらその作用機購に関しては何等触れるところが
なかった。
　本四においては，叙上の現象をさらに詳細に追求し，あ
わせてその作用機構について2，3の老察を加えた。
　　　　　　　　　　皆野方法
A．実瞼材料：
　a）91ycerol筋：前報1）と同じ方法でA型glycerol
筋を作製した。なお実験に供する時は0。3×30mmの小筋
線維束に分け，特に弛緩因子の影響を除くため室温で20％
glycerolに3～6時開浸した後，0．16　M　KCIで10分問前
処置した。
　b）　ATP：　わが教室で米1与製分離したI　Ba塩でfree　ATP
として純度40％のものをK・salt　・とし，　pH　7で使用した。
　e）K：ATPに混在せしめ，　tiKの如く補正した。2x
10’3MATP（［K］二〇．1M及びO．3　M），10『2M　ATP（【K］：
O．16M），　1．6×10一：M　ATP　（［K］　：　O．25　M），　2×10－L’M　ATP
（［K二］：0．25M）。
　d＞Mg”，　Ca＋㌦　MgCIL），　CaC12を用いた。
B。実験装置：
　前報Dに同じ。但し温度は出所装置で20～22℃に調整
した。
　　　　　　　　　　実駿成綾
1．0．1MK：Cl環境におけるglycerol筋のATP短縮に対
　　するMgi’卜，　Ca“トの影響
　Fig．1［1］に示す如く，対照（A）：（［ATP1：2×10－3M）に
比し，10－3M　MgCI2（B），　IO『2M　MgC12（G）は短縮速度並び
に短縮高を促進し，10－3M　CaCIL・（D）は短縮を抑制した。
またFig．1［II］に示す如く，Mgs＋，　Cal’Fを同時に作用さ
せると，Fig．1［1］，（B），（c）に示したとほぼ同様な短縮を示
すが，CゴとMg”の濃度比率により（a＞；（Ca：Mg＝1：1＞，
（b）；（1：5），（c）；（1：10）の如く短縮の相違を示した。しかし
両イオンを同時に作用させても，短縮傾向ltk　Mgi’トを単独
に作用せしめた成績（Fig．1［1］，（B），（c））と顕著な差異は
ない。
2． ，3M　KCI環境におけるglycerol筋のATP短縮に対
　　するMg←F，　Ca”の・影響
　Fig．2［1］に示す如く，対照（A）；（［ATP］二2×10一「・M）に
比し，10『’；MMgCL（B）は短縮速度並びに短縮高を促進し，
10－2M　MgCl，i（C）は短縮に；…知・で｛t．11展を示す。しかし10一3
M　CaC12（D）は全く短縮を示さない。なお九山2）によれば，
Mg←ト存在下にglycerol筋は0．3M　K：Cl環境で著明な短縮
及び仲展を示すが，本成績では伸展は比較的弱い。これは
本実験における91ycerol筋は処理El数が比較的長いこと，
「ATP］が：丸1⊥12）の4×10－3Mに対し，その1／2であること
等によると考えられる。
　またFig2［II］に示す如く，Mgヨ“，　Cai’Fを同時に作用す
ると，両イオンをそれぞれ単独に作用した場合に比し顕著
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　Fig．1・　The　effec七s　ofユM【g　and　Ca　ion
　　　on　the　shortening　of　91ycerina七ed
　　　　muscle　fibers　by　ATP　in　the，
　　　　　presence　of　O．1mol　KCL
Fiber：　Treated　for　18　days．
Time　marks：　1　min．
ATP：2×10一・3M（［K］：0．1　M）（final　concen七ra－
　　　tion）．
　　　　　　［IJ??
??
ATP　（eontrol）．
ATp十lo－3M　MgCIL，．
ATp十lo－2M　MgCl，i・
A［［［P＋10－3M　CaCl・．
　　　［II］
A［［ll’十10－3M　CaCILi　十10－3M　MgCIL・・
ATP＋10－3M　CaC12＋5×10－3M　MgCILi・
A［［IP十10－3M　CaC12＋10－2M　MgCIL，・
な差異を認めた。即ち（a）；（Ca：Mg＝1＝1），（b）；（1：5），（c）；
（1：10）の如く明かに短縮速度並びに短縮高を促進し，また
10－2M　MgC12で示した伸展はCaH’を混ずることにより全
く失われた。
3．glycerol筋の伸展に対するMg”，　Ca廿の影響
　Fig．3に示す如く，10－2M　ATP（［K］：o．16　M＞H－5×10－3
MMgC12（A＞は伸展を示し，同液に2×10一4M　CaCl，・を加
えて作用させると小短縮に次いで伸展を認める。また加え
る［Ca”＋］を増し，10－3M　CaCIL）を同液に混在すると短縮の
みを示し伸展は認められない。
4．脱hysteresis　glycerol筋の短縮に対するMg　l＋，　Cゴ
　　の影響
　Fig，4に示す如く，2×10｝2M　ATP（［K］：O．25　M）のみに
よってglycerol筋は短縮に弐いで伸展を示すが，この伸
展に対して10　3M　CaC12は抑制するのみである。しかし
　Fig．　2．　The　effeets　of　Mg　and　Ca　ipn
　　　on　the　shortening　of　glyeerinated
　　　　musele　fibers　by　ATP　in　the
　　　　　presence　of　O．3　mol　KCI．
Fiber：　Treated　for　20　days．
Ti皿e　marks＝1min，
ATP　：　2×10－3M　（［K］：O．3　M）　（final　concentra－
　　　tion）．
　　　　　［1］??
??
AT？　（control）．
A［［p　十　lo　一一　：iM　MgC12．
ATP十10－eM　MgCI，．
AT？＋10－3M　CaClg．
　　　［II］
ATP＋10『3M　CaCILi十10－3M　MgC12．
ATP十10’3M　CaC12十5×10一”M　MgCILi－
AT［E’　十　10一：iM　CaCIL，　十10’L’M　MgC12．
10－21近MgCI2＋10－3M　CaCl，・を作用させると緩徐な短縮
を示す。
　なおMgt卜freeのATPによるglycerol筋の短縮，仲展i
はともに緩徐であり，図の如く半円形の伸展曲線を描く傾
向がある。
5．glycerol筋並びに脱hysteresis　glycerol筋の短縮に
　　対するMg”ト，　Ca”の影響
　Fig．5（A）に示す如く，1．6xlo－2M　ATP　（［K］：o．25　M）に
10－2M　MgCla及び10　一3　M　CaCl，）を含む液では対照の1．6
x10－L’M　ATP（［K］：0．25　M）に比し，著明に短縮速度並び
に短縮高を促進する。　また（B）に示す如く，1．6×10－2M
ATPで短縮させた後，同液を棄て，1．6×10－2M　ATPに
10－2M　MgCl：・を含む液を加えると仲展する。さらにこれ
｝c　10－3M　CaCl，・を加え．ると著明1（二短縮する。：
　なお以上の各成績は数回の実験で再現性を確めた。
aso 藤田　　GIycero1筋と脱Hysteresis　Glecerol筋の短縮　II札幌医誌1955
Fig．3．　The　effec七s　of　Mg　and　Ca　ion　on
　　the　extension　of　glycerinated　muscle
　　　fibers　in　the　presenee　of　AT［P．
Fiber：　Treated　for　5　days．
Time　marks　：　1　min．
AT？：　10－L’M　（［K］　：　O．16　M）　（final　conceritra－
　　tion）．→←AT？　added．
A　；　ATP十s×10－3M　MgC12．
B　；　AT？　＋5　×　10－3M　MgClrt　2　×　10H4M
　　CaCIL7．
C　；　ATP十5×10－3M　MgCILi－t－10L3M　CaClg．
　Fig．　4．　The　effeets　of　Mg　and　Ca　ion　on
　　　the　shortening　of　dehys七eresis－
　　　　glycerina七ed　muscle　flbers．
Fiber：　Treated　for　23　days．
Time　marks　：　1　min．
；　：　2×10－L’M　ATP　（［K］：O．25　M）　（final　eon－
　　　centration）一
　Fig．5．　The　effeets　of　Mg　and　Ca　ion　on　the
　　shortening　of　glycerinated　and　dehystere一．
　　　　　sis－glycerinated　musele　fibers．　，L
　Fiber：　Treated　for　27　days．
　Time　marks：　l　min．
　“　：　A；　1．6×10－2M　ATP　一t一　10－L’　MgC12　一F’IO一：i
　　　　　　遅〔CaCI，．
　　　　・B　；　1．6×10’L’M　ATP　（［K］　：　025　M）　（final
　　　　　　concentration）．
Mg”：　1．6×10－L’M　ATP十10－L’MgCIL，．
Ca引＋：　10－3M　CaCIL．．
総括並びに考按
　以上の成績を総括すると，
　a＞0．1　M　KCI環境ではMgvトはglycerol筋のATP短
縮のみ促進し，Ca”は抑制的に仇く。しかして両イオンが
同時に作用すると，Mg”トが単独に作用しだ揚合とほぼ同
様に短縮する〔Fig．1）。
　b）O．3　MK：C1環境では10－L’M　MgC12により短縮に吹
いで伸展を示し，Cai＋は全く短縮を抑制する。しかし両イ
オンを同時に作用させると，顕著に短縮を促進する（Fig．2）。
　c）10『L’MATP（［K］：0．16　M）存在下でMgi＋はglyce－
ro1筋を伸展する。しかしこの伸展は微量のCa”＋vcよって
抑制される（Fig．3）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　d｝Mg←“非共存下でも，2＞＜10－2M　ATP（［K］：0．25　M）
でglycerol筋は伸展するが，これUc　Ca←“のみを作用して
も単に伸展を抑制するのみである。ところがMg“トを同時
に加えると明かに短縮を惹起する（Fig．4）。
　e）glycerol筋を1．6×10一！M　ATP（［K］：0．25　M）で短
縮させた後，同液にMg←Fを加えると伸展する。また最初
からglycerol筋に1．6×10　2M　ATP（［K：］：0．25　M）及び
Mg馬Cal＋を同時に加えると著nJOc短縮する（Fig．5）。
　以上の成績に基づき以下少しく考察を試みる。
1）実瞼成績の騙討
　著者は前報1）でglycerol筋のATP短縮に対し一定条件
下で（0．16MKCI，　pH　7環境）Mgi＋は短縮を促進し，　C虻
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は抑制することを報告した。しかし本成績に示す如く，
［K：Cl］の相違によりglycerol筋に対するMg”，　Ca“の作
用は明かに異なる。
　永井：1），A・Szgnt一（｝y6rgyi4）　￥vaよれば，長時間処理
glyeerol筋が生理的濃度のATPで収縮のみ示し，弛緩し
難いのはAM分子の結合異常強化，即ちhysteresis或は
rigorに基づくものであり，またこの状態は高濃度ATP，
pyrophosphate，高濃度1（Cl等により除去されるJ「）。かか
る観点に立てば，本成績はglycero1筋（α1　M　KCI環境）
及び脱hys七eresis　glycerol主導はderigor　glycerol筋
（0．3MKCI環境）についてのMg“’，　Ca”作用を検討したも
のといえよう。
　しかして両［KC1］環境下における叙上の如き　Mgi＋，　Cゴ
による態度の相違は，glycerol筋のrigor（0．1　M　KCI環
境）及びderigor（0．3　M　K：Cl環境）の条件の差から生ずる
AM分子の結合状態の強弱に求めるべき’であろう。なお
0．3M　KCI環境において，10－2M　MgC12存在下でglyce－
rol筋が伸展したことは，0．3　M　KCIのderigor作用に
ATP，　Mg1＋のderigor効果が加算したためと思考される。
先に著者】）は4×10一・3M：ATP（［K］：0．16M）共存下で［Mg”］
を変化することにより，glycerol筋は短縮及び伸展の二相
を示すことを報告したが，最近丸山2）は［ATP］（4×10一一3M），
［Mg“ト］（10－3M）一定で［K：Cl］を変化することにより同様の
現象を認めている。即ち［K：Cl］または［MgH＋］．が増加する
場合は生理的濃度のATPで伸展するといい得る。
　なおCa什が両［K：Cl］環境でともVu　ATP短縮を抑制す
ることは注目すべき’現象である。
　従来，高濃度ATPがglycerol筋に対し伸展を示すこ
とが報告されたがD・6）・7），それらはすべてMg’ト前処置，或
はATPにMgモトを混在せしめた条件下である。しかるに
成績に示す如く，2×10『2M　ATP〔［K］；0．25　M）のみでgly－
cerol筋は伸展する。この事実は従来報告されぬ知見であ
り，注目すべき現象である。しかし［ATP］を高めること
により不可避的に［K］は上昇する。しからば高濃度ATP
による伸展は［ATP］の増加によるものか，または混在せ
る［K］の上昇のためか，さらには両者の加算によるものか
は直ちに専心し難いが，0．3MKCI環境において2×IO　一3
MATPによりglycerol筋は伸展しない本成績より，高濃
度A．TPのderigor作用を重視すべきであろう。
　前報1）で，高濃度ATP，　Mg←＋存在下で伸展したglyce－
rol筋はCa’＋により速かな短縮が惹起されることを報告
したが，本成績（Fig．4）に．見る如く，　Mg＋ト（一）で伸展した
glycerol筋では全くCa短縮を生起せず，　M：g’＋存在下で
始めてCa短縮を生ずる。かかる事実は脱hysteresis　gly－
cero1筋のCa短縮にMg什の存在が必須の条件であるこ
とを示唆するものである。しかしながら高濃度ATPのみ
で仲匂せしめた時は．伸展後にMgH，　Ca”を同時に作用
してもなお著者等り・（i）が先に認めた如き・顕著なCa短縮を
示さず，むしろ高濃度ATP，　MgHによる伸展後に0．16　M
KCIを作用した成績に似る1），6）。しかしてかくの如き現象
の相違はglycerol筋の伸展過程においてMg什を介して
のATPとA．Mの結合程度の差によるものと思考される。
即ちFig．5（B）に見る如く，伸展過程において既にMgl＋が
存在すれば顕著なCa短縮を示す。
　以上の成績より，先に著者等の認めた高濃度ATPによ
る脱hysteresis　glycerol筋のCa短縮はMg”eの存在に
基因することは明かである。しかしglycerol筋に最初か
ら高濃度KclとATP（Fig．2［II］），或は高濃度ATP（Fig．
5（A〕）va　Mgi＋及びCa＋トを同時に作用させれば，脱hys－
teresis　glycerol筋におけるCa短縮に準ずる短縮を示す
．ことより，Ca短縮は脱hysteresis　glycerol筋にのみ特有
な現象とは思われない。
　要するにMg”はglycerol筋の短縮及び伸展の両面を
促進し，Ca’トは短縮及び伸展をともに抑制すると解される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即ちglycerol筋及び脱hysteresis　glycerol筋に対する
Mgi＋，　Cバ作用は本質的に異なるものではなく，両筋の短
縮，伸展に示される量的な差異は両筋のAM分子の結合状
態の差にその要因を求めるべきであろう。
II＞Mg＋ト，　Ca”の作用機構
　AM・A田P反応に対するMgl＋，　Ca＋ト作用についての報告
は多くあるが，実験条件の差を含めてもなお矛盾した見解
が多く，従って作用機構についても議論のあるところであ
る。しかしそれぞれ観点の相違こそあれ，両イオンがAM－
ATP反応に重要な意義を有し，特にglycerol筋のATP
短縮及び伸展に密接な関係を有する点については一致して
いる。
　a＞ATPaSeとMg“’，　Ca9の関係：榊原s）によれば，
glycerol筋のATPaseに対するMg←ト，　Caeの効果は，
［K：Cl］環境によって異なる。即ちO．1MKCI環境では，
Mg←＋，　Ca＋トはともにATPase　activityを促進する。また
両イオン共存下では，濃度比率によりactivityは異なる
が，混在せるMgeとほぼ同様のactivityを示す。しかし
0．3MK：Cl環境では，　Ca’＋は明かにactivi七yを促進する
が，Mg←＋は対照のKCIとほぼ同様に軽度のac七ivityを
示す。また両イオン共存下ではMgvとほぼ同様なacti－
vi七yを示すにすぎない。氏のATPaseに関する成績を著
者のglycerol筋のATP短縮に対応せしめると，0．IM
KCI環境におけるM：gi＋，及び両イオン共存下の成績は平
行関係を認める。即ちATPase　activityの促進はglyce－
rol筋のATP短縮促進を示す。しかしCa”の作用は両者
282 藤田一Glycerol筋と脱Hysteresis　Glycerol筋の短縮　IIホ［ノ塊医誌　1955
闘に全く平行性がなく，CゴはATPase　activityを促進
するにもかかわらず，glycerQl筋の短縮を抑制する。また
0．3MKC工現境ではMg，ト存在下にactivi七yは軽度である
が存在するにもかかわらず，glycerol筋は伸展し，なお，
Ca’＋は全く短縮を示さないが，著明にactivityを促進す
る。また両イオン共存下ではglycerol筋は著明に短縮す
るがactivityは0．1M［KC1環境より明かに．型長い。
　以上の如き両者の相違は一兄ATPase　activityとgly－
cerol筋の短縮が平行しないように思わせる。
　先にW．J．　Bowen9）・10）・11）はAM－threadを用いてATP
短縮及びATPaseに対する両イオン（特va　Ca’ト）の非平行・
性を認め，この事実よりATPのdephosphorylationは直
接AM－threadの短縮に関与しないという。また湯田Jfxl’：，）
によれば，試験管内における筋収縮のモデルである超沈澱
とATPaseの開に密接な平行性を有する。しかし超沈澱
においても，Ca”はAM－ATPaseを促進するにもかかわ
らず超沈澱の程度を抑制する。
　一方E．Bozleri3）はglycero1こ口収縮，弛緩とATP－
ase・ac七ivi七yは平行すると述べ，　ATPの分解がMgs’ト，　Cai’＋
によって調節し得ることを示唆している。しかしこのCゴ
による収縮とATPaseに関する平行性にはなお問題があ
る。即ち本成績に示す如く，Ca←“はATPase　activityを
促進するが，glycerol筋の短縮は抑制する。またCa短縮
にはMg’＋の存在が必須の条件である点より，Cゴ作用を
直ちにATPaseにのみ関連せしめるのはなお早計であろ
う。
　何れにせよ，glycerol筋のATP短縮とATPaseに対
するCが作用の非平行性をこ関する成績が多い。
　永井14）によれば，収縮のあるところ常にATP分解は存
在するが，逆にATP分解のあるところ必ずしも収縮は起
らないことより，ATP分解は収縮の必要条件であるが充
分条件ではない。かかる観点に立てば，以上の事実は直ち
にglycerol筋のATP短縮におけるATPaseの意義を失
わしめるものではなく，単にglycerol筋の短縮において
ATPase　activityのみが絶対的なものでないことを示唆
するものであろう。即ち永井14）によればATP分解による
energyを利用してAMが収縮を起すに当り，　AMの物理
的性質が大いに関係する。
　b＞Mgl寺，　Ca＋＋のAM分子えの作用：永井5）・15）によ
れば，glycerol筋がrigorの状態にあることは，短縮，伸
展iの両面に不都合であり，glycerol筋が短縮，もしくは仲
町を示すためにはderigorが前提条件となる。しかして
derigorは塩濃度に密接に関係し，さらva　AMの溶解度と
glycerol筋の透明度並びに弾性の［KCI］関係はほぼ平行
する。
　先に葛西i6）は超沈澱に対するMg‘’，　Ca’‘＋作用を検討し
た。それによれば，Mg←ト存在下では超沈澱を示す［KCI］
範囲が狭まり，しかもその度合が強くなる。　しかしCバ
存在一ドでは超沈澱の発現する［K：Cl］範囲が広く，且つ抑制
を受ける。また永井5）・1「りによればかかる［KCI」範囲の拡
りはh steresis或はrigorに，［KCI］範囲の狭小は脱
hysteresis或はderigorに対応する。しからば，　glyceroI
筋のATP短縮及び伸展をともに促進するMg”“はAM－
ATP反応に当ってAM分子の結合を弛める如く作用し，
（derigor促進），反対にCa朴は短縮，伸展の両面を抑制す
る事実より，AM分子の結含を輩固にする（rigor促進）こ
とが示唆される。
　最：近E．Bozlerの・18）はglycero1筋自体に含まれている
Mgi’ト，　CaHの意義を強調している。それ故EDTAj特処理
筋について同様の実験がなされねばならないが，なお注目
すべき’はMg＋’　e一）で仲展したglycerol筋にCa＋トを加えて
も短縮が起らないことである。Mgi“＋Cがで始めて短縮
が生ずるということは少なくともbound　Mgi＋の意義にお
いて，弛緩面にのみMg’＋が作用し，弛緩後のCa短縮に
は作用しないと解さねばならず，この点からみて，glyce－
rol回内に含まれているMg，Fはさほど重要視しなくとも
よいと思考される。
　以上要するにMg”F，　CバはAM－ATP反応をmodify
するものであると思考する。
III）glyCero1筋の弛緩について
　glycerol筋は長時聞glycerol処理すること，または等
張K：Cl溶液に長時間浸すことにより弛緩し難くなる。し
かしてかかる現象については2つの可能性が考えられてい
る。即ち1つはglycerol筋内に含有するATP減少によ
るA班分子の異常結合強化（hysteresis或はrigor）であ
り：1）・4）・19，　），他はいわゆる弛緩因子が流出するためとしてい
る2⑪）、22）。
　H．H．　Weber’］L’・23）はE．　Bozlerの短時間処理glycerol
筋が生理的濃度のATPで弛緩する事実をいわゆるMarsh－
Bendall　faetor（以下M・B　fac七〇r）の存在に帰した。しか
してその作用機構に関しては，ATPaseに対するATPの
Eigenhemmungskurveを低濃度側えずらすこと，即ち
ATP分解の抑制により弛緩を起すという。殊にこの作用
Mgトトにより著しく促進され，微量のCa”により抑制
される。また最近E．Bozleri7）・ls）は弛緩因子の作用機構に
関してEDTAを用いた実験を試みている。それによれば，
X　chelating　agent
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EDTAは低濃度でM－B　factorと全く同様に作用する。ま
たJ．R．　Benda1P盛）は1匹B　factorの本態と称するmyo－
kinaseの弛緩機．構について，　ATPからのpyrophosphate
の合成を想定している。
　以上の如く，弛緩因子の作用機序に関してはなお議論が
ある。しかし弛緩因子の作用は生理的［ATP］及びMg’＋存
在下にglycerol筋を弛緩せしめること，並びat　Ca＋fによ
って，その弛緩作用が抑制されることが特徴とされてい
るL’1）・25）・26）。即ち弛緩因子は生理酌［ATP］で収縮，弛緩を
示すことが特徴であり，またこのことは生理的に極めて電
『要である。
　」．　R．Bendal12‘，）によれば，等張KCI液で短II｛F皿洗1條し
たglycero1筋において1・X　Mg”トは低濃度（＜1mM）で短縮
を促進し，高濃度（＞2mM）で仲展を起す。　また微量の
Caeは伸展を抑制する。　しかし長時間洗潅筋ではMgi＋
（0．5～10mM）は短縮促進のみを示す。またこの短縮に対し
Cai！は著明な景多響を示さない。
　以上の如ぎ洗1條時間の長短によるglycerol筋の態度の
差について，氏は弛緩因子の消長を想定している。ところ
が，その作製条件が弛緩因子の存在を一応除外することが
出来ると思われる著者の実験条件下において，O．1MK：Cl
環境のglycerol筋は，　J．　R。　Benda11の長時開洗／條筋と，
0．3MKCI環境では短時聞洗蘇筋と，　Mgi＋，　Cがの作用が
非常に似ていることは注FIIすべぎことである。このことは
［K：C1］を高めることはglycerol筋に対して，弛緩因子と
同様に作用することを示唆するものであろう。なおglyce－
rQl筋の弛緩は［K：Cl］の増力口のみならず，［K：CI］一定（0．16
M）で生理的［ATP］下で，［Mg］増加1），　pyrophospha七e
2）・27）及びEDTAIs）等の添加でも惹起される。またこれら
のch㎝ical　agen七で示される弛緩も，弛緩因子による弛
緩と同様にMgl＋で促進され，　Cバで抑．：1｝ilされるL｝）sls’・27、。
即ちこのことは弛緩因子の作用はK：C1，　pyrophosphate，
EDTA等におき換えることが田田，弛緩因子は単に生珊杓
に諏1要であるということに過ぎないとも見ることが旧来
る吉
　永非3）・h）の見解によれば，glycerol筋に対する肉眼的所
見，並びに弾性lu対する作用，及びATP収縮の抑制（荷
重下で伸展を示す）等の現象がこれらのchemicaZ　agent
で同様に惹起する点から，その作用機溝は脱hysteresis
（derigor）に密接｝⊂関係する。しかして現在弛緩因子の作用
機構はなお不明であるが，結局はAM系の解離をもたらす
ものであることは以上の関．係から想像に難くない。
　以上の如く；従来雑然と提示されたglycerol筋の弛緩
　　る。（Physiol．　Rev．35（3），475（1955））．
現象も，Mgl＋，　Cバの作用面から一応整理され，理解され
得るものと思考する。
　以上を総括するに，glycerol筋のATP短縮及び伸展に
対してMgl＋，　Ca”はπ要な役割を演ずるにもかかわらず，
両．イオンの作用機講に関しては現在なお2，3の可能性があ
げられるのみであり，今後以．．［：の成績に基づぎさらに・多方
面よりの検．討が望まれる。
摘 要
　91yeerol筋並びに脱hysteresis　glycero1筋の短縮，伸
展に対するMg”，　Ca帽乍用を検討した。
　 ）両筋に対するMg“及びCa’＋の作用は本質的に異
ならない。
　2）脱hys’七eresis　glycerol筋のCa短縮にはMgl＋の
存在が必須である。
　3）glycerol筋のATP短縮，伸展に対するMgl＋，　Cバ
の作用機構を論じた。
　4）glycerol筋の弛緩機構について論じた。
　　　　　　　　　　　　　　　　（口召禾030．　12．3受付）
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Summary
　　　　The　effects　of　magnesium　and　calcium　ions　on　the　isotonic　contraction　and　relaxation
of　glycerinated　and　dehysteresis－glycerinated　muscle　fibers　were　studied　with　the　following
results．
　　　　1）　There　was　no　essential　difference　between　the　effects　of　magnesiurn　and　calcium
ion　on　the　glycerinated　or　dehys’teresis－glycerinated　muscle　fiber．
　　　　2）　The　presence　of　magnesium　ion　was　indispensable　to　perform　the　Ca－shortening
of　dehysteresis－glycerinated　muscle　fiber．
　　　　3）　The　mechanism　of　the　effects　of　magnesium　and　calcium　ion　on　the　shQrtening
and　extension　of　glycerinated　muscle　fiber　was　discussed．
　　　　4）　The　mechanism　of　the　relaxation　of　glycerinated　muscle　fiber　was　likewise　dis－
cussed．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dee・　3，　1955）
